
  

 

 

 

 

 

 

 

入学式（その２） 
 

 入学式では、吹奏楽部（３年生５名）の入場演奏に、新２、３年生、教職員、来賓の皆様及び保護者の皆様

の大きな拍手をのせて、４３名の新入生を迎え入れました。緊張した面持ちでしたが、しっかりとした足取り

で自席につきました。担任からの呼名に対してもきちんと返事をして、凛とした姿を見せてくれました。 
 

 校長式辞では、『この瑞穂中学校はみなさんのためにあります。みなさんのための学びと育ちの場です。み

なさんを鍛える場でもあります。今みなさんは中学校生活に対して、期待と不安を抱きながらも、「よし、頑張

るぞ」という前向きな気持ちでいることでしょう。その初心を忘れずに、これからの三年間を過ごしてくださ

い。』と話した後に、いつも繰り返し全校生徒にお願いしていることである、『めざす生徒像をキーワード化し

た「気合いと愛と夢」を、様々な場面や活動の中で意識した学校生活を送って欲しい。』ということと、中学

校生活を楽しくするために考えてほしいことを、二つの詩を通してお願いしました。一つ目は金子みすずさん

の「私と小鳥と鈴と」という詩です。この詩の『最後のフレーズ「みんなちがって、みんないい」という思いに

共感し、それを認め、自分の周りの人の思いや考えを尊重する、思いやる、寄り添うという行動に移すことが

大切です。みなさんにはそれができる人になって欲しいと願っています。』 と話しました。そして、小泉吉宏さ

んの「一秒の言葉」という詩を紹介しました。『たった一秒の言葉が、時には人の心や人生を幸せにします。

一秒の言葉には大きな力があります。みなさんには、そんな一秒の言葉を大切にする人になって欲しいと願

っています。』と話しました。 

「気合いと愛と夢」「みんなちがって、みんないい」そして「一秒の言葉」この三つに込められた思いや願い

を大切にして、中学校生活の第一歩を踏み出してほしいと思いました。（概略） 
 

 式辞の後、生徒会副会長の本田ゆず花さんが、在校生を代表して歓迎の言葉を述べてくれました。 

『やわらかな春の日差しが祝福しているような季節となりました。新入生の 

みなさん、ようこそ、瑞穂中学校へ。ご入学おめでとうございます。みなさんは 

今日、期待と不安に胸を膨らませながら、校門をくぐられたことと思います。 

私も一年前、みなさんと同じ気持ちで入学式を迎えました。もしかすると、 

私は期待よりも不安の方が大きかったかもしれません。「クラスはなじめるだ 

ろか。」「勉強にはついていけるのだろうか。」など、入学する前に様々な不安を 

抱えていました。しかし、中学校に入学し、日々過ごしているうちにその不安はなく 

なりました。その理由として、一年生の前期に学級委員を経験できました。自分自身、学級委員をすると積

極的には思っていませんでしたが、挑戦することができました。さらに生徒会にも挑戦することができました。

ですから、みなさんも色々な事に挑戦してください。挑戦してみると、違う自分が見つかるかもしれません。ま

た、私の不安が無くなったもう一つの理由は、先輩方が優しかったことです。中学校は小学校と違い、先輩、

後輩の関係があります。しかし、それを感じさせないくらい、先輩は気軽に話しかけてくださいました。ですの

で、みなさん、私たちにも怖がらないでください。困った時は先生方もいます。私たちもいます。いつでも頼っ

てください。 

瑞穂中学校だより 
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五月になると体育大会があり、その後も様々な楽しい行事があります。瑞穂中学校の一員として、みんな

で楽しい思い出をつくっていきましょう。また、瑞穂中学校の生徒として誇りを持ち、先生方、在校生と一緒

に素晴らしい瑞穂中学校を築いていきましょう。以上をもちまして歓迎の言葉とします。』 
 

 この歓迎の言葉を受けて、新入生を代表して藤瀬なづなさんが新入生誓いの言葉を述べてくれました。 

『新緑が鮮やかな季節となり、太陽が満ち溢れ、生命が生き生きと活動を 

始める春。私たち新入生一同は、本日、瑞穂中学校入学式を迎え、瑞穂中 

学校の生徒となりました。本日は、このような立派な入学式を挙行していた 

だき、心より感謝しております。私たちはこれまで新型コロナウィルス感染予 

防対策の中、形を変えながらではありますが、学校行事や日々の学校生活を 

大切に過ごしてきました。その中で、これまで当たり前にできていたことが、当たり 

前にできないことの大変さに気づくとともに、普段の生活のありがたさを感じました。 

私たちは今、無事に入学式を迎えられたことを嬉しく思います。それと同時に、これから始まる中学校生

活に向けて、「新しい環境に慣れていけるだろうか」という不安もあります。しかし、西郷小学校・岩戸小学校

の新しい仲間とともに協力しながら、時には競い合いながら、日々の生活や行事を通して成長していきたい

という大きな期待もあります。苦しい時、辛い時、そんな時こそ、助け合い、支え合う心を忘れずに困難を乗り

越えていける学年になりたいです。このように考えれば、不安よりも新しい仲間との出会いや自分の成長を

楽しみに感じます。 

私たちは小学校の六年間の中で、「日々の積み重ねの大切さ」を学びました。例えば、運動会では、日々

仲間と協力し、試行錯誤を繰り返しながら、納得のいく運動会を実現することができました。また先日の卒

業式では、「感謝の気持ち」を示そうと、何度も練習を重ね、仲間と気持ちを揃えて卒業式に参加すること

ができました。新しいことや困難なことに出会った時に、一歩目を歩きださなければ、何も変わりません。で

きないからこそ、日々努力を継続していく姿勢。それを私たちは経験を通して学んできました。私自身も、学

習で、分からないことは、そのままにせずに、質問をしたり、復習に力を入れたりしながら、自分を高めていき

ます。また、部活動ではバスケットボール部に入部し、練習を重ねながら、活躍できる選手になりたいです。

文武両道を実現できるよう、どちらも全力で取り組むことが私の三年間の目標です。また、生徒会活動や行

事も積極的に参加し、「教師」という夢に近づける充実した中学校生活にしていきたいです。最後になりま

すが、私たち新入生は瑞穂中学校の生徒として、助け合い、支え合いながら団結力のある学年を目指し、ま

た一人一人の良さが輝くよう、お互いに高め合っていきます。先生方、また先輩方、ご指導の程、よろしくお

願いいたします。本日、入学式を実施していただき本当にありがとうございました。』 
 

 それぞれの思いを大切にしながら、充実した中学校生活を送ることを期待するとともに、そのためにも我々

教職員が一丸となって指導・支援に力を尽くさなければならないと思いました。 

 下記写真は入学後の４／１２（金）、素晴らしい天気の中での歓迎行事の一コマです。みんなでフォークダ

ンスに興じました。笑顔いっぱいで、見ている方も心楽しく感じる瞬間でした。 
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